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2026 春季生活闘争スローガン 

ＯＮＥ ＴＥＡＭで 今年も 賃上げ！ 
２０２６年 ３月 １０日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合九州地協は２月１４日、福岡市内で「２０２６春季生活

闘争勝利！総決起集会」を開催し、加盟４単組（ＪＲ九州労組、Ｊ

Ｒ西労組福岡地本、貨物鉄産労九州地区本部、ＪＲ九州バス労組）

が一丸となって闘い抜く決意を固めあった。 

冒頭、主催者を代表して吉田祥司ＪＲ連合九州地協

議長（ＪＲ連合副会長・ＪＲ九州労組中央執行委員長）

が挨拶に立ち、各単組の奮闘により、２０２４・２０

２５春闘では成果を上げてきたが、依然として他産業

との賃金格差は課題と指摘し、今次春闘においては、

ＪＲグループの魅力をより向上させる必要があり、委託単価の見直

しや適正価格の設定を訴えていく姿勢を示したのち、「ＪＲ連合九州

地協一丸となって、組合員とその家族の幸せ実現に向けて邁進しよ

う！」と呼びかけた。 

ＪＲ連合からは石川敏也産業政策局長が参画し、ＪＲ

連合の２０２６春季生活闘争方針を説明。厚労省で議論

中の労働基準関係法制の見直しにも触れ、春闘の取り組

みを組織の強化・拡大につなげることを要請した。 

その後、各単組の代表者が人手不足の現状や春闘にかける想い、組

織強化への取り組みな

どについて決意を表明。

集会アピールを採択し、

吉田議長の団結ガンバ

ロウで閉会した。 
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決意表明に登壇した各単組代表者の皆さん 


